
 

2018 World Rowing Coastal Championships Victoria, BC, Canada 

審判参加報告 

 

                      神奈川県ボート協会  

                            FISA審判員      隈元幸治 

１ はじめに  

  カナダ British Columbia 州 Sidneyで開催された 2018 World Rowing Coastal 

Championshipsに FISA審判員として参加しましたので、次のとおり、報告します。 

  自身、これまで、Beach Rowing Sprint の大会には２回参加したことがありますが、今

回は、初めての Coastal の大会参加になります。 

２ 大会概要 

 （１）開催日時  １０月１１日（木）～１４日（日） 

 （２）開催場所  CANADA , British Columbia Sidney 

    カナダ、ブリティッシュコロンビア州の州都ビクトリアに近接するシドニーの海岸

沖で開催 

（３）コース 

レースは、Qualification, Heats, Final Bは４ｋｍ、Final Aは６ｋｍのコースで行われ

た。陸地は黄色で表示、その他の色区分は、水深ごとに表示され、白色が水深 20ｍ以上。 

１ 



（４）競技種目 ７種目 

   ① CM1X 

   ② CW1X 

   ③ CM2X 

   ④ CW2X 

   ⑤ CM4X+ 

   ⑥ CW4X+ 

   ⑦ CMix2X 

 

 

（５）参加国・クラブ 

   男子 20か国 111クルー、女子 16か国 72クルー、Mix 13か国 31クルー 

   462人が参加 

    

参加国 

 CAN, FRA, ESP, GBR, GER, IRL, ITA, NED, RSA, UKR, USA, BAH, DEN, CHN, 

BRA, HGK, RUS, MON, SWE, NZL 

 

 ２ 参加審判員 15名  

MOULY  Jerome FRA 1484 WOUTERS  Paul BEL 1172 

BIANCHI  Gabriera BRA 1510 WOOD  Debbie CAN 1610 

HAVLICEK  Jan ＣZE 1662 FLORENT  Roger FRA 1581 

DENNIS   Richard GBR 1529 MEYBODEN  Gerhard GER 1201 

NG  See Hung HGK 1369 KUMAMOTO  Koji JPN 1371 

LILCHMANN  Stefan SUI 1571 OUNIS  Houcine TUN 1748 

HENDERSON  Alice USA 1687 TORD  Jose Antonio PER 1779 

ALONSO FERNANDEZ  Angela ESP 1439 
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３ レーススケジュール   

 

Umpire Seminar 

 

Crew Registration 

 

Crew Captain Meet 

 

 

 

Qualification & H 

H1 CMix2x 

H2 CMix2x 

 

 

10/11 10/12 10/13 10/1４ 

 

 

8:30-10:45 Umpire Seminar 

 

9:00-11:00 Crew Registration 

 

11:00 Crew Captain Meeting 

 

 

 

 

Heats Final B Reserved 

Day 

 

 

 

 

 

 

 

09:00 H1 CW2x 

09:30  H1 CM4x+ 

10:00  H1 CW1x 

10:40  H2 CW2x 

11:10  H2CM4x+ 

11:50  H2 CW1x 

     

13:00  H1 CW4x+ 

13:40  H1 CM1x  

 

14:20  H1 CM1x 

15:00  H2 Cw4x+ 

15:40  H2 CM1x 

16:20  H2 CM2x 

17:30  H3 CM1x 

 

08:00  CW2x  

08:40  CM4x+ 

10:00  CM2x 

10:40  CW4x+ 

11:20  CM1x 

Final A 

12:00  CW2x 

12:40  CM4x+ 

13:20  CW1x 

 Victory Ceremony 

14:20  CM2x 

15:00  CW4x+ 

15:40  CM1x 

Victory Ceremony 

16:40  CMix2x 

Medal Ceremony 

＆Party 

Qualification & Heats 

 

14:00    H1  CMix2x 

16:00    H2  CMix2x 

 

18:00 Opening Ceremony 

 

  レーススケジュールは、40分間隔をベースに、レンタルボート(SWIFT製)を使用する

クルーの配艇の都合で、スケジュールが設定されています。 

 

４ 審判員配置 

（１）審判員配置  全体で 15名 

① President Of Jury 1名 

② Starter 1 名 

③ Judge at the Start  2 名 

④ Race Umpire 1 名 

⑤ Turning Mark Umpire (T1, T2, T3, T4, T5) 5 名 

⑥ Control Commission  

・Responsible 1 名 

・Outgoing / Incoming  pontoon 1 名 

・Boat Weighing / Athlete Weighing 1 名 

⑦ Judge at the Finish  

・Responsible1 名 

・Finish Judge1 名 
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５ 審判業務と号令等 

 （１）監視（Control Commission） 

    ・出艇・帰艇の確認（各クルーがノートにサインして、水上の艇を管理） 

      →クルーに義務化（Race時だけでなく Training時を含めて） 

 ・安全管理 （ライフベスト装備・着用、緊急時の牽引ロープの有無） 

 ・艇への Boat ID, Crew ID ステッカー貼付確認 

 ・Crew Uniform の確認 (Coastalの特別の規定あり) 

 ・艇計量対象クルーへの通告 

 ・艇重量等計量・計測 

 ・Athlete (Cox)の体重計量、Dead Weight 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Crew Sign Boat ID, Crew ID 

Life vest  &  Rope 
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（２）Judge at the Start 

      本大会は、ビーチスタート方式が採用されたため、スタート位置のビーチ（砂浜） 

に配置した艇に、スタート号令により、クルーが艇に乗り込む方式であり、号令前の乗 

り込みがないかどうかを判断する。 

 あった場合には、False Startと判断して、赤旗を振って Starterに知らせる。 

Starterは、フーターを連続して鳴らしてレースを止める。 

本大会では、スタート位置の海岸が急に深くなっていることから、C4x+のレースで 

は、あらかじめ、Bow Pairは、スタート前に艇に乗り込んだ状態で待機し、スタート 

号令を待つ形式で行われた。 

Crew Uniform 

５ 

Boat Length & Weight 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、 False Startを犯したクルーには、Starter より Time Penalty（10 秒）が課される。 

課されたクルーはスタート号令後、10秒後にスタートすることになる。 

 

 

 

（３）Starter  

スタートの手順は以下のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  本大会では、[get ready] は省略され、[Attention-Go]に代わり、フーター音でスタート 

※水上からのスタートとは手順が大きく異なるため、動作・号令の再確認が必要 

 

（４）Race Umpire 

   レースに追行して、接触、妨害等が発生した場合にクルーへの指示等、適切な措置を 

行うとともに、レースの成立を判断する。 

レース中、重大な接触等（Severe Collision）が発生した場合には、当該クルーに Time 

False Start 発生時の手順 
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Penalty（60秒）を通告するとともに、無線で、Judge at the Finishへ連絡する。また、

他艇のクルーに対する安全確保義務について、無視した場合には、Red Cardを課し

て、除外を宣告する。 

 

（５）Turning Mark Umpire  (T1, T2, T3, T4, T5)  

   コース上の各地点（Turning Mark Buoy）の近傍に位置して、各クルーが定められた 

方法により正確に Buoyを転回したかを判断する。 

規定に違反したクルーがあった場合には記録し、無線で、Judge at the Finish へ連絡 

する。 

また、転回地点で、追い越しの規定違反や妨害が発生しそうな場合には、当該クル

ーに適切な指示・警告を与え、また、Severe Collision の場合には、Time Penalty（60

秒）を課す。 

特に海上では、波等により、クルーの特定が難しい場合があるので、注意深く、審

判業務を行う必要がある 

 

 

 

７ 

Race Umpire Turning Mark 

Turning Mark 通過時のクルー Judge By Crew ID & Boat ID 



Interference(妨害)   Severe Collision（重大な接触） 

は、次のようなことが発生した場合とする。 

・艇が損傷した場合 

・クルーが負傷した場合 

・他艇をレースコースから無理やり逸脱させたり、ターニングマークを回れないようにした場合 

・他艇のオールでクルーが打たれたりした場合 

 

 

 

（６）Judge at the Finish   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遅れているクルーを追い越す時のルール 

・追い越そうとするクルーは追い越されるクルーと Severe Collisionが起きないようにする責務

がある 

・追い越されるクルーは、妨害または進路を変えたりして、追い越すクルーと Severe Collision

を起こした場合には、Umpire はクルーに対して、必要な指示や Penaltyを課すことがある 
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 クルーは、Finish Line を通過し、さらにその前方の２つの黄色の Buoyの間を通過するこ

とにより、Finishが認められる。Buoyの間を通過しなかった場合には、戻って通過するこ

とが認められる。 

 Finish Line 通過時、ブザーが Judge at the Finish により、鳴らされる。 

 Responsible Judge at the Finish は、Race Umpire ,Turning Mark Umpire からの Time 

Penaltyの報告を受けて、Resultsを確定させる。 

 

  上記は CMix2x Final A の Resultで、CAN04は Turing Mark 3の転回規定違反により、

Turning Mark 3 Umpire の Kumamoto が Judgeして、POJに報告して、DNFとなった。 

９ 



６ レースの感想 

  Coastal Rowingは、開催場所により、Startや Finishの形式が異なることや、ルールに 

既定されていないことを運用するケースが多くあります。 

 大会には、世界の代表であるトップレベルから地元のクラブレベルまでのアスリートが

参加しており、レースは大きく差がつくなど、レースの審判業務も難しい面があります。 

このようなことから、ルールには抵触しているが、COX計量規定時間に遅れたクルーも 

Time Penalty (10 秒)だけの付与でレースに参加させるなどの対応もありました。 

 また、レース終了後、レース中の接触・妨害に対する Protestがいくつかあり、President 

of Juryはその対応に追われていました。これは、通常のレースと異なり、Finishしたクル

ーは、全艇が Finishし、Race Umpireが白旗を挙げて、レースを成立させる前に、in pontoon

に帰っており、Objection を表明する機会がないことや最終的にレース中の Time Penaltyが

加算されて Resultsが確定することなどによるものです。 

レース運営面での改善について、POJから参加 Juryに対して、様々な意見を出してほし

いという要請がありました。 

また、最終日は、CBSの中継があり、そのカメラ艇がレースの先頭部を追行して、引き

波を発生させ、後続のクルーに影響を与えたり、Turning Mark Umpire の業務を阻害する状

況があり、レース中、Juryから POJにその解消を求めることがありました。 

 

 

７ おわりに 

  Coastal Rowingは、日本では、Coastal用の艇を保有しているクルーも少なく、昨年の

WRCCに２クルーが参加したのが、日本における Coastal Rowingの始まりです。 

香港で 11月に開催される 2018 Asian Rowing Coastal Championships には、４クルーが

参加予定であり、徐々に日本でも Coastal Rowingの普及が進んでいます。 

FISAでは、Beach Rowing Sprints も含めた Coastal Rowingについて、新たな Olympic

の競技種目を視野に入れており、日本でも普及を加速する必要があり、日本ボート協会に

おいても、その組織体制の確立が望まれます。 

2019 World Rowing Coastal Championshipsは、香港のビクトリアハーバーで開催され

ることから、多くの日本クルーが参加するように、微力ではありますが、国内での普及・

拡大に努力してまいります。引き続き、皆様方のご支援をお願いいたします。 

最後に、今回の参加の機会を与えていただきました日本ボート協会関係各位に感謝申し

上げます。 
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